学習シート「握手」③
三年（　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　）

学習のめあて　　◎　登場人物の置かれた状況や言動に注目して、その人物像をとらえる。
　　　　　　　　◎　登場人物の生き方や考え方を捉え、人間や社会について自分の意見をもつ。
☆本日のテーマ『「わたし」とルロイ修道士の関係をとらえよう』
一　「わたし」が「～それからルロイ修道士の手をとって、しっかりと握った。それでも足りずに、腕を激しく上下に振った。」（P26L20～）という行動をとったのは、どのような思いがあったからでしょうか。次の課題にそって考えていきましょう。
　①　「わたし」はルロイ修道士のことを、どのように思っていたでしょう。場面にそくして考えを書いていきましょう。
	場面
	「わたし」の思い

	「子供たちの食料を作ることに精を出していた」（P20L10）･･･天使園で養ってもらっていたこと
	

	「～ぶたれてあたりまえの、ひどいことを～」（P23L7）･･･天使園を抜け出したときのこと
	

	「「先生はどこかお悪いんですか。～」」（P24L4）･･･食欲のないルロイ修道士に対して
	


　②　「わたし」がルロイ修道士との別れの場面（P26）におこなった強い「握手」と、ルロイ修道士が「わたし」との初めての出会い（P19）でおこなった強い「握手」。両者の思いの【共通点】をあげてみましょう。理由も添えて考えましょう。
	思い
	理由

	
	


二　「わたしたちに会って回っていた頃のルロイ修道士は、身体中が悪い腫瘍の巣になっていたそうだ。」（P28L5）について、そのような状態の中、どのような思いでルロイ修道士は教え子たちのもとを回っていたのだろう。根拠も指摘しよう。
	ルロイ修道士の思い
	根　　拠

	
	


三　ルロイ修道士の葬式で「わたし」が「～知らぬ間に、両手の人さし指を交差させ、せわしく打ちつけていた」ことについて、考えてみよう。
　

　①　「両手の人さし指を交差させ、せわしく打ちつける」のは、どういう意味を示していますか。

	


　②　「葬式でそのことを聞いたとき」（P28L6）の「そのこと」とは何のことですか。
	


　③　「わたし」は「何」（誰）に、「どんなことに対して」、この動作をおこなっていたか、自分の考えを書いてみよう。
	


四　このプリントの活動を通じて、「わたし」とルロイ修道士との関係について読み取れたことを、自分の言葉で表現してみよう。

	


まとめ　　◎　「わたし」とルロイ修道士との関係について、理解が深まりましたか？
【考え方の例】
一　①「天使園で養ってもらっていたこと」･･･「ほんの少しでも疑っては罰が当たる」（P21L12）→【大きな感謝】　「天使園を抜け出したときのこと」･･･「～口をきいてくれませんでした。～こっちのほうが～」（P23L13）→【慕っている・後悔】　「食欲のないルロイ修道士に対して」･･･「冗談じゃないぞ～」（P24L15）→【心配している・大ごとであってほしくない】　②【思い】相手のことを大切に思う気持ちが握手の強さに表れている。　【理由】【わたし→ルロイ】「これはお別れの儀式なのですね～」（P25L2）･･･ルロイ修道士への感謝と別れ難い思い。【ルロイ→わたし】「「～もう、なんの心配もいりませんよ。」」（P19L17）･･･「わたし」を安心させる思い。　二　【ルロイの思い】ルロイ修道士がもっとも気にかけていたのは、天使園で育った子どもたちのことだったから、死の間際まで教え子に会いに回ったのではないか。　【根拠】ルロイ修道士の「いっとう楽しかったこと・悲しいこと」（P25～26）は、どちらも天使園で育った子の話題であったから。　　三　①「おまえは悪い子だ。」とどなっている（P23L1）　②ルロイ修道士が、わたしたちに会って回っていたときに、身体中が悪い腫瘍の巣になっていたこと。　③（例１）「ルロイ修道士」に「無理をしないで長生きしてしてくれなかったことに対して」怒っている。（例２）「わたし」に「無理をしているルロイ修道士に何もできなかったことを」怒って（後悔して）いる。　（例３）「神様」に「信じているルロイ修道士を死なせてしまったことを」怒っている。　　四　ルロイ修道士は、「わたし」たち教え子を最期まで気にかけ、「わたし」は亡くなったルロイ修道士を惜しみ、お互いがお互いにとって大切な存在であると言える。
学習シート「握手」④
三年（　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　）

学習のめあて　　◎　登場人物の置かれた状況や言動に注目して、その人物像をとらえる。
　　　　　　　　◎　登場人物の生き方や考え方を捉え、人間や社会について自分の意見をもつ。
☆本日のテーマ『「握手」という物語について批評をしてみよう』　→　作品の魅力をみつけよう
批評とは・・・作品を「評価」すること。その視点は、【登場人物について】【作品の背景について】【語り手の思いや考え方】【表現について】など、さまざまに考えられます。
　　　　　　　そうやって作品を批評することで、その作品の特徴や価値に気がつくことができます。

一　作品の様々な面について、自分の考えを整理しよう。
【登場人物について】
　〇　この物語の「わたし」やルロイ修道士のような人物は、好きですか。理由も含めて考えよう。
	


　〇　ルロイ修道士の言葉「～一人一人の人間がいる。それだけのことですから。」（P22L3）という考え方に共感できますか。理由も含めて考えよう。
	


【作品の背景について】
　　※　この物語は、作者の井上ひさしさんが、幼少期に体験したことがモデルになっているそうです。井上さんは自分が中学生の頃、実際に養護施設で育ち、そこのカナダ人修道士の方々に大変よくしてもらったそうです。特に園長さんは温かい人で、この方がルロイ修道士のモデルとなっているようです。
　〇　作者の井上ひさしさんは、この作品にどんな思いを込めていると思いますか。

	


【表現について】
　〇　「握手」やさまざまな「指言葉」（P26L10）がでてきますが、「言葉」のかわりに「手の動き」　　用いることで、「伝わる気持ち」は「言葉」で伝える時と違いはあると思いますか。あるとしたらどんな違いがありますか。
	


二　「一」の活動で、作品を複数の点からとらえてきました。それらの中から、少なくとも一つ以上を材料にして、短い「批評文」を書いてみよう。
　　※　このプリントの冒頭でも触れたように、「批評文」とは作品を「評価」する文章のことです。

	


三　【考え方の例】などを見て、「握手」の批評文について感じたことを自由に書いてみよう。

	


まとめ　　◎　「握手」の批評文を考えることで、作品などについて自分の考え方を持てましたか？
【考え方の例】
一　【登場人物について】（一つ目の）〇（例１）ルロイ修道士のような人物は、好きではない。すべてが他人のためなんて、考えられないから。（例２）「わたし」には共感できる。世話になった人が無理していたら、自分も悲しくなると思うから。　（二つ目の）〇（例１）共感できる。現代社会も「個人の権利」を大切にすることが求められていると思うから。（例２）共感できない。「連帯責任」という言葉もあるように、責任感は必要なことだと思うから。　【作品の背景について】（例１）自分が世話になった人々に、感謝の思いを込めていると思う。それもとても大きな感謝の気持ちだと思う。その気持ちの大きさが、「握手」の最後の場面に表れていると思う。（例２）現代に生きる人たちに、「昔の人たちは、外国人でもこんなに優しかったんだよ」ということを伝え、今の人たちにも見習ってもらいたいと思っているのではないか。　【表現について】（例１）手のしぐさは、「知っている同士」しか伝わらないから、「言葉だけ」より、仲の良さが分かる。（例２）「言葉だけ」と大きく違わないと思う。手のジェスチャーより言葉の方がはっきり分かる。　二　（例１）私は、握手や指言葉の着目して、作品を見直しました。そして、ルロイ修道士の人柄や態度が「手」の描写に表されていることに気づきました。特に「握手」は、ルロイ修道士の力強い包容力や、彼の思いを受け継いだ「わたし」との心の交流の象徴になっていると思います。この作品の魅力は、まさにこの題名が象徴する、ルロイ修道士の包容力や温かさと、それを受け止めた「わたし」との温かな心の触れ合いにあると思います。　（例２）私は「指言葉」に注目しました。特に気になったのが「両手の人さし指を交差して、激しく打ちつける」というものです。これだけは動きがあり、おそらく、抑え切れない強い思いがあふれてくるときの表現なのではないでしょうか。最後に「わたし」が無意識にこの指言葉を使っているのも、ルロイ修道に対する強い思いの表れなのだと思います。また、それと同時に、ルロイ修道士の生き方、思いがしっかりと「わたし」の中に息づいていることの表れであるとも感じました。この作品の魅力は、言葉ではなく、指言葉で大切な思いを表しているところで、それが、この作品のしみじみとした感動につながっていると思います。

学習シート「論語」①
三年（　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　）

学習のめあて　　◎　人間の生き方についての孔子の考え方を、自分たちの生活と関連付けて考える。
☆本日のテーマ『「孔子」や「論語」についての知識を持ち、論語の正しい音読を知ろう』
一　教科書（P32～34）を読み、「論語」と「孔子」についての基礎知識をまとめよう。
	論語とは・・・


	孔子とは・・・



二　教科書（P32～33）を見ながら、「論語」の四つの「訓読文」をプリントに書き写そう。その際、返り点や送り仮名なども忘れずに書き写そう。

	

	

	

	


三　論語の四つの文章を、それぞれ音読してみよう。また、すべての文章を暗唱しよう。
四　一つ目の文章「子曰はく、「学びて時に～」」（書き下し文でよいです）について、【言葉の解説】をヒントにして、現代語訳してみよう。
【言葉の解説】

「習ふ」…復習してよく分かるようになること。
「時に」…機会があるたびに。

「説ばしからずや」…うれしいことではないか。
「慍みず」…不平や不満を抱かない。
「また君子ならずや」…なんと理想的な人間であることか。
	


まとめ　　◎　「孔子」や「論語」について知り、正しい音読の方法について理解できましたか？
【考え方の例】
一　【論語とは】〇　孔子と弟子たちの言行録。　〇　師である孔子の言葉を、励ましや戒めとして後世に残そうと記録したもの。　〇　人間の生き方についての鋭い観察や深い思索。　〇　二千五百年以上前から読み継がれる。　【孔子とは】〇　二千五百年くらい前の中国の思想家。　〇　人々の人格や道徳を高めることで世の中を良くしようとした。　（二・三は省略）　四　先生（孔子）がおっしゃったことには、「学んだことを機会があるたびに学びなおして、身についていくことは、なんとうれしいことだろう。友人が遠いところから（わざわざ自分のところに）来てくれるのは、なんと楽しいことだろう。世の中が（自分を）認めてくれなくても不満を抱かないのは、なんと理想的な人のあり方だろう。」
